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4 
に じ © ひつ よう せい 
自己 アピ ー ル の 必要 性 
.1 人 人 間 が 社会 に 出 て し っ か り と 生き て いく に は 、 自信 が 必要 だ 。 「 自 分 は 立派 な 人 


せい せき 


SS の 領域 に つい て は 、 他 の 人 に は 負け な い 」「 先 日 か な り の 成績 を 上 げた 」 
と いう よう な 意識 が ある か ら こ そ 、 堂 々 と 生き て いけ る 。 自信 が な いと 、 何 か を す 
る ご と に 迷い 、 最後 まで 仕事 を や り 抜 く こ と が で きず 、 素 直 に な れ な か っ た り 、 小 
5 。 さく な っ た り し て 生き て いく し か な い 。 
人 は 誰 も が 人 に 認め て も らい た いと 思っ て いる 。 認め て も ら え て こそ 、 モチ ベー 
ショ ン が 上 が り 、 朋 日 へ の 活力 に つなが る 。 と ころ が 、 な か な か 他 者 は 認め て くれ 
な いも の だ 。 以前 の よう な 、 人 と 人 が 密着 し て いた 社会 に お いて は 、 暗黙 の うち 
に 上 の 者 が 下 の 者 を 認め て 引き 上 げ て くれ た も の だ 。 だ が 、 現在 で は 、 そ の よう な 
10 こと を 期待 する こと は で き な い 。 自 分 か ら ア ビー ル し な けれ ば 、 誰 も 認め て くれ な 
い 。 誰か が 見 て くれ て いて 、 引き上げ て くれ る だ ろう と 期待 する の は 甘え で し か な 
い 。 そ も そ も 、 人 の こと を じっくり 見 る 余裕 を 現代 の 人 々 は な くし て いる 。 
だ っ た ら 、 自分 か ら 自 慢 す る し か な いで は な いか 。 自慢 する こと に よっ て 、 自分 
の 力 を アピ ー ル で きる 。 仕事 が 与え られ る 。 それ を し っ か りこ な すこ と で 、 認め ら 
15 れる 。 つ まり 、 自 慢 を する こと に よっ て 、 自 分 の 力 を 認め て も ら う こと が で きる 。 
持っ て いる 能力 を 眠ら せ て お く の は 、 本 人 に と っ て だ け で な く 、 会 社 に と っ て 
も 、 社 会 全体 に と っ て も 損失 だ 。 自慢 を し た く て も 我慢 し て ゆう うつ に な っ た り 
TR i epee し っ か り と 自分 を 
アピ ー ル する ほう が どれ ほ ど 社 会 の た め に 好ま いこ と の Ss 
(樋口 祐一 『 自 慢 が うま い 人 ほど 成功 する 』 に より 改 ) 


計 ま 


修 生 周 表 1 


汐 字 ( 優 名 天 音 ) 声 週 


アデ ビル ②③ 


[名 ・ 自 他 動 3] 


河 性 
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河 叉 (中 文 ) 
表現 主 中 , 呼 叶 


自信 (じしん )①⑩ 
立派 (りっぱ )⑩ 


[名 ] 
[ ナ 形 ] 


| 


自信 


洒 館 的 , 竿 曽 的 : 佐 秀 的 . 出 色 的 


領域 (9 ょ うい き )⑩ 
負け る (まけ る )⑩ 


[名 ] 


領域 , 芝 還 


| [上 自 動 2] 


上 げ る (あげ る )①⑩ 


[ 他 動 2] 


輸 典 : 差 , 比 不 上 : 抵 指 不 住 
取得 挙 起 , 拾 起 : 提 高 , 増 加 交 出 
(声音 等 ) 


堂々 と (どう どう と )⑨⑩⑥③ 


[ 副 」 


や り 抜 く ( や り ぬ く )③ 


| [ 他 動 1」 


堂 堂 , 堂 堂 正 正 地 , 光 明正 大 地 
干 到 庶 , 完 成 信 完 


素直 (すなお )① 


[ ナ 形 ] 


真 率 , 痛 快 : 思 舌 , 老 笑 


モチ ベー シ ジ ション ⑤③ 


功 机 , 功 力 


上 が る (あがる )⑩ 


上 , 登 , 電 挙 , 拾 : 提 高 , 送 歩 , 上 漂 , 
下草 


活力 (か つり ょ く )② 


活力 , 生 命 力 


密着 (みっ ちゃ く )⑩ 


[名 ・ 自 動 3] 


紫 貼 , 華 緊 : 紫 密 隊 系 


暗黙 (あん も く )⑩ 


[名 ] 


激 獣 , 王 不 作 声 


引き 上 げ る (ひき あげ る )④ | [ 他 動 2] 


| [接続 」 


だ が ① 


提 高 ; 提 披 , 提 井 ; 撤 回 . 撤 走 


但 是 , 可 是 


甘え る (あま える )⑩ 


[自動 2] 


撤 婚 : 承 蒙 


そもそも ① 


[名 ・ 副 ・ 接 続 ] 


最初 , 起 始 ヵ 本来 到底 , 突 吉 


じっくり ③⑤ 


[ 副 」 


慢 慢 地 : 仔 外地 : 踏 踏 笑 笑 地 


余裕 ( よ ゆ う )⑩ 


[名 ] 


富 余 充 裕 


現代 (げん だ い )① 


[名 ] 


現代 , 当 代 


な くす ⑩ 


| [ 他 動 1] 


去 : 去 失 , 去 控 


だ っ た ら ① 


[接続 ] 


六 梓 的 笑 。 送 筐 一 来 


自慢 (じまん )⑩ 


[名 ・ 他 動 3] 


自 念 , 閑 徴 , 自 庫 ; 煽 次, 谷 肖 
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( 筑 表 ) 
況 字 ( 恨 名 境 音 ) 声 油 週 性 週 叉 (中 文 ) 
カ ( ち から)⑨ 力量 , 力 気 , 能 カ 
与え る (あたえ る )⑩ [ 他 動 2] | 鈴子 , 授 予 提 供 
眠る (ね むる )⑩ | [自動 1] | 聖 , 睡 党 。 疹 連 . 没 利用 
本 人 (ほん に ん )① ME 5A 
損失 (そん し っ)⑩ [名 ・ 自 他 動 3] | 損失 
我慢 (が まん )① | [名 ・ 他 動 3] 妨 面 , 忍 受 , 容 鍋 
ゆう うつ ⑨ [名 ・ ナ 形 ] 信 郁 、 郁 固 信条 
出世 (し ゅ っ せ )⑩ [名 ・ 自 動 3] | 成功 . 疲 導 普 也 。 出 人 基地 
始 む (ね た お む )② [ 他 動 1] 談 婦 , 燃 恨 
好ま し い ( こ の まし い )④ [ イ 形 ] 可 高 的 , 信人 満 意 的 
倫 ) 旬 型 ・ 滞 法 
1. か ら こ そ 


* 小 名士 から こそ "用 手 強 週 原因 、 理 由 , 意 思 是 " 正 是 因 妨 ……”。 衝 回 型 強 週 的 原因 多 
正面 、 和 的 因 。 

^ 今回 は 一 生 懸命 力 し た か ら こ そ 成 功 し た 。( 六 次 正 是 因 妨 排 命 替 力 オ 攻 得 了 
成功 。) 

へ 子ども の こと を 愛し て いる か ら こ そ 、 厳し く 接する 時 も ある 。 〈 正 因 力 愛 入 子 所 
以 有 的 時 侯 オ 会 対 世 - 

へ 家族 の 受 え が あっ た か ら こ そ 、 オ リン ピッ ク で 金メダル を 取る こと が で きま し 
た 。 ( 正 因 刃 有 家 人 的 支持 , オ 得 以 在 奥 返 会 上 相 得 了 金 店 。) 


2 2 の で 


“名 / 動 基本 形 十 ご と に ” 表 示 有 規律 地 反 食 出 現 和 的 事情 , 意 思 是 “ 毎 ……”、“ 毎 隔 ……”。 
人 朝 の 目覚 まし 時 計 は 5 分 ご と に 鳴る 。( 早 展 的 同 特 毎 隔 五 分 便 画 一 次 。) 
へ 彼女 は 会 う 和 人 ご と に 息子 の 自慢 を する 。( 好 逢 人 就 大 紀 自 己 的 ルル 子 一 番 。) 

ー ご と に " 迷 可 以 表示 随 着 毎 一 次 的 効 作 或 変化 . 族 生 相 記 的 変化 或 程度 不断 加 深 , 意 
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人 年 を 取る ご と に 、 一 年 が 短く 感じ られ る 。 ( 随 着 年 齢 的 増長 , 感 党 一 年 一 年 計 得 
越 来 越 快 。) 
じ あめ か に だ 
人 この 時 期 は 雨 が 降る ご と に 、 暖 か く な っ て いく 。 ( 及 季 革 毎 下 一 協 雨 , 天 気 就 変 
暖 一 占 。) 


_3. こも の だ 

“ 動 基本 形 / ナ 形 過 干 十 な / イ 形 基本 形 十 も の だ * 用 手 描 迷 具有 普 適 性 的 事物 或 客 務 事 
突 、 真 理 等 , 有 時 也 可 用 手 列 厳 , 意 思 星 “…… 本 来 就 是 ……”、“…… 就 成 六 ……”。 

人 款 ちゃ ん は よく 泣く も の だ 。 ( 根 ル ル 就 量 委 常 農 的 。) 

へ 交 化 や 風習 な ど は 国 に よっ て 違う も の だ 。 (不同 的 国家 在 文化 、 敗 傘 上 有 差 昇 。) 

“ 動 た 形 十 も の だ "表示 送 活 人 帯 着 感 民 的 心情 回 忙 辻 去 俊 常 働 的 事情 。 涼 名 型 中 常 出 
現 表示 辻 去 時 同 的 週 邊 。 


へ 菅 、 よ く あ そこ の 池 で 泳い だ も の だ 。 (以前 穫 勾 常 在 那 辺 的 池 境 洲 泳 。) 

人 あの 頃 は 、 適 来 に な る と 、 よ く キ ム さ ん の 家 へ 遊び に 行っ た も の だ 。 ( 那 時 修一 
到 周 末 , 我 就 勾 常 去 小金 家 玩 。) 

“ 動 稀 体 形 / ナ 形 河 王寺 な / イ 形 基本 形 寸 も の だ ” 玉 可以 表示 聞 笑 人 的 感 吸 、 依 洲 等 。 

人 時 が 経つ の は 早い も の だ 。 (時 周 直 得 真 快 喘 。) 

人 彼女 は 一 人 で よく ここ まで 頑張 っ て こら れ た も の だ 。 〈 好 一 介 人 能 努 力 到 送 衝 程 
度 , 真 是 不 容易 。) 

“ 動 地形 十 た いも の だ ” 或 “ 動 て 形 十 ほし いも の だ "表示 強烈 的 原 亜 意思 是 " 真 想 


へ ご か 月 ぐら い 仕 事 の こと を 考 えた ず に 、 の ん びり 休み た いも の だ 。 〈 我 真 想 悠 内 地 
休息 一 介 月 左右 , 不 想 工作 方 面 的 事情 。) 

人 みん な が 安心 し て 暮らせ る 平和 な 世の中 に な っ て ほし いも の で す 。 (真希 望 世 回 
和平 , 大 家 能 修 安 心 生活 。) 


ー も の で は な い 


“ 動 基 本 形 十 も の で は な い " 表 示 信 社会 常 迄 或 普 通 一 般 的 道理 来 講 断 , 仙 茶 事 是 不 成 


次 的 , 意 思 是 “ 不 方 液 ( 懲 ) CCC う パ 不 要 …… は 


か げ 私 わる くち い 
へ 陰 で 人 の 悪口 を 言う も の で は な い 。 ( 不 記 現在 背 后 押 別人 束 活 。) 
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人 子ども の 頃 、 よ く 祖 母 に 「 食 べ 物 を 粗末 に する も の で は な い 」 と 童 われ た 。 ( 小 
時 候 . 祖 母 篤 常 教 早 我 不要 浪 旨 根 食 。) 


4. 一 で し か な い 


“名 十 で し か な い " 表 示 正 是 前 面 名 週 所 表示 的 内 容 , 面 間 其 他 , 基 "名 十 だ / で ある "的 
張 崩 形 式 , 意 思 是 " 元 非 逢 ……”、“ 正 是 ……”。 
人 普 痴 に と っ て 、 カ ラオ ケ で 歌わ ちさ れる の は 基 痛 で し か な い 。( 対 五 音 不全 的 人 来 
党 他 在 玉 撤 OK 唱歌 天 疑 是 一 各 靖 難 。) 
A 彼 は 忙 し く て 来 ら れ な いと か 言っ て いる が 、 そ れ は 言い 訳 で し か な い 。 本 当 は 
来 た く な い だ け な ん だ ろう 。 〈 他 選 是 太 忙 了 来 不了 , 那 不 寺 是 借 口 。 其 容 只 基 不 想 


来 叫 。) 
5. 一 こと か 
* イ 形 筒 体形 / ナ 形 語 干 十 な / 動 筒 体形 十 こ と か "表示 感 尼 . 用 手 表 着 常 感 人 的 心情 
意思 是 " 多 久 …… 員 ”。 竣 名 型 即 常 司 “どれ ほど "“" ど れ だ け "“ ど ん な に "等 表示 程度 的 周一 
起 使 用 。 
と り ピ に た い へ ん 
人 一 人 で 子ども を 育て る の は 、 ど ん な に 大 変 な こと か 。 (独自 一 人 券 育 充子 , 衝 是 多 
名 娘 辛 喚 。) 


人 学生 時 代 、 国 か ら 奨学 金 が も ら え て どれ ほど 助かっ た こと か 。 (在学 生 時 代 . 能 
信 到 国家 的 上 学 金 , 対 我 来 選 曽 星 多 大 的 問 助 環 。) 

人 異国 の 地 で 本 場 の 日 本 料 理 が 食べ られ る と は 、 何 と 幸 せな こと か 。( 在 昇 国 他 
多 能 忠 到 正宗 的 日 本 料理 , 是 多久 幸 福山 。) 


回 計 江 ・ 表 送 方 式 
1. 最後 まで 仕事 を や り 抜く こと が で きず 

“ 動 球 考 形 十 抜く ” 可 以 枚 成 長 合 効 河 , 表 示 将 某 不 効 作 位 完 、 働 到 府 、 意 思 是 “…… 到 
廃 "一 商 ……"。 色 含 " 克 服 困 鶴 。 忍 受 痛 苦 堅持 到 最 后 " 的 意思 。 


へ 走り 抜く (中 到 最 后 )、 や り 抜く ( 王 到 底 )、 頑 張り 抜く (中 持 友 力 到 最 語 ) 
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あん も く し うえ も の し た も の 人 み と な あぁ 
2. 暗黙 の うち に 上 の 者 が 下 の 者 を 認め て 引き 上 げ て くれ た も の だ 
送 句 活 的 意思 是 “ 在 以前 上 司 込 可 芽 提 扱 下 属 是 釣 定 俗 成 的 規 知 ”。 名 口 "暗黙 "的 意思 
是 " 況 馬 ”、“ 無 不作 声 ”。 
人 A 購 昧 の うち に ( 舞 込 獣 汗 ) 、 暗 黙 の 耳 解 ( 歌 契 、 獣 込 ) 暗黙 の シール ( 釣 定 俗 成 的 規 
見 ) 


げん だ い ひと び 


3. そもそも 、 人 の こと を じっくり 見 る 余裕 を 現代 の 人 々 は な くし て いる 


送 旬 笑 的 意思 呈 “ 層 到底, 現代 的 人 何 己 委 没 有 那 條 工夫 去 入 真 基 注 別人 了 "。“ そ も そ 
も " 有 多 各 用 法 , 既 可以 作 名 週 、 副 週 , 也 可以 作 接 銭 過 。 作 名 語 或 者 副 週 時 意思 呈 “ 起 初 ”、 
“原本 ”、“ 本 来 ”。 作 接 鉄 周 時, 意思 是 “ 到 庶 ”、 単 次 ”。 在 本 巣 巣 文中 是 接 氏 油 的 用 法 。 

A 彼 の 考 え は そもそも 前 提 が 間違っ て いる 。 ( 他 的 想法 原本 前 提 就 氏 了 。) 

人 そもそも 人 間 と いう も の は 社会 的 な 動物 な の だ 。 ( 悦 到 庶 人 是 社 会 性 的 効 物 。) 

“そもそも " 后 面 的 名 子 是 一 條 倒 装 名 , 把 実 所 "和信 の こと を じ っ く り 見 る 余 容 を " 提 到 
了 主 租 “ 現 代 の 人 々 は” 的 前 面 , 起 強 洞 的 作用 。 


4. だ っ た ら 、 自 分 か ら 自慢 する し か な いで は な いか 
六 句 舌 的 意思 是 " 六 樺 的 知 , 不 就 只 好 自 我 推 礁 了 喝 ?”。 “デー し か な い " 的 意思 是 " 只 有 


……" "上 只 好 … の "アデ 小 旬 十 で は な いか " 多 妨 男性 使用 , 主 要 有 以下 両 衝 用 法 : 
レ 表示 況 活 人 尽 六 的 心情 和 迫 使 叫 活 人 状 同 的 赤 度 , 意 思 是 “ 不 是 …… 喝 ”。 
人 借り た お 金 を 全額 返し た で は な いか 。 ( 借 来 的 抽 我 不 是 己 多 全 部 逐 清 了 思 ?) 
表示 適 表 , 多 用 二 上 角 批 洋 或 吊 奈 下 角 意思 是 " 不 是 …… FR 
人 A: こん な 大 事 な 連 絡 を 忘れ て は 困る じゃ な いか 。( 譜 劉 重要 的 隊 銘 事項 人 都 忘 
了 、 真 斗 我 没 徹 。) 


B: 大 夜 申し 訳 あ り ま せん 。 ( 手 常 抱 寺 。) 
在 日 折 中 , 男 性 近 可 以 用 "て じゃ な いか ”, 女 性 可以 用 "て じ ゃ な い ゲ ンー じ ゃ な い の ”。 
“と じゃ ん " 是 更 妨 随 便 的 聞 法 男女 均 可 使用 。 


5. 持っ て いる 能力 を 眠ら せ て お く 


“眠る ” 是 自 効 週 , 除 了 可 以 表示 “ 睡 ”、“ 睡 党 ” 之 外 , 近 可以 表示 能力 、 公 値 或 容 源 等 没有 
被 充分 弁 秋 、 利 用 , 即 “ 困 暫 ”、“ 没 用 対等 “眠ら せる ” 是 “眠る ” 的 使役 形 , 用 法相 当 ギ チー 


OO BO 


他 効 過 。 
人 夕べ 甘く て よく 眠れ な か っ た 。 (昨晩 太 麗 。 没 睡 好 。) 
人 豊富 な 資源 が 地下 に 眠っ て いる 。 (地下 菊 蔵 着 才 富 的 資源 没 被 井 妥 。) 


6. 上 上 手 に 自 懐 を し て 出世 し て いく 人 人 を 見 て 
効 同 “ 出 世 す る "的 意思 是 “ 成 功 "、“ 波 施 "、“ 軸 人 共 地 "現在 一 般 是 指 在 公司 里 面 
乾 取 。 a 
へ 山本 さん は 部 長 に 出世 し た 。 (山本 九 妨 部 了 。) 
へ 抽 世 コー ス ( 秋 弁 路 


ん 、 今日 の 部 内 会 議 の 参加 者 は 何人 だ っ け ? 
ー と 、 わ た し を 入れ て 18 人 で す 。 
高橋 さん も 入れ た ? 

ヽ いえ 、 入れ て ませ ん 。 昨日 高 


桶 さ ん か ら 連 絡 が あっ て 、 急 な 


よう けん 


用 件 で 今日 の 会 議 に は 参加 で き 


な い 言っ て た の で 。 
先月 の うり あ 
記憶 を とめ た 衣 容 な ん 
けど 、 至 急 18 部 コピ ー し て 、 会 
議 で 使う か ら 
. 18 部 で すね 、 す ぐ や り ま す 。 
. あ 、 悪 い 。 や っ ぱり 20 部 で お 原 


よ ぴ な た か は し ぶん 
い 。 予備 に 1 部 、 そ れ と 高橋 さん の 分 も 。 
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し ろく ろ 


諾 。 は い 、 わ か り ま し た 。 あ の う 、 カ ラー コピ ー し ます か 、 そ れ と も 白黒 で 
いい で すか 。 資料 の 中 に 図 や グラ タラ な ど が 入っ て いま す が 。 

。 自 黒 で いい よ 。 プ レ ゼ ン の 時 に 、 プロジェクター で 映す 面 面 は ちゃ ん と 
カラ ー に な っ て る か ら 。 

, は い 、 わ か り ま し た 。 あ と 、 両 面 コピ ー で いい で すね 。 

うん 、 そ の 通り 、 コ スト 削減 ! 「 

。 は い 、 わ か り ま し た 。 あ っ 、 先 ほど 小野 さん か ら 電 話 が あっ て 、 2 時 に 社 | 
に 戻り ます の で 会 議 に 遅れ る と の こと で す 。 

, うん 、 僕 か ら 部 長 に 言っ て お く よ 。 


況 字 ( 優 名 音 ) 声 週 周 性 販 叉 (中 文 ) 

用 件 (よう けん )⑨ [名 ] | 事 , 事 情 

売上 げ ( う りあ げ )⑩ [名 ] 錆 僅 額 。 芝 普 額 

至急 (し きゅう )⑩ [名 ・ 副 ] 火 速 , 赴 快 : 加 急 

予備 よび )① | [名 ] 預 各 。 浴 各 

分 (ぶん )① [名 ] 部 分 ; 傘 過 : 本 分 

カラ ー① [名 ] 色 , 彩 色 , 特 色 

自 黒 (し ろく ろ )⑩① [名 ] 自 和 黒 , 黒 白 : 善 近 , 是 半 
グラ フ ① [名 ] | 岡 表 , 板 較 

| 演示 , 疲 表 “ プ レ ゼ ン テ ー シ ョ ン ” 
的 筒 化 造 ) 

プロ ジェ クタ ー③ [名 ] | 放映 机 , 投 影 机 

ちゃ ん と ⑨⑧⑩ [ 副 ] 好好 地 : 端 正規 逢 地 : 整 浩 地 
両面 C り ょ うめん)⑩③ [名 ] 双 面 , 西 面 

ュ ス ト ① [名 ] 成 本 作 格 公 邊 


プレ ゼン ②⑨ [名 ・ 自 動 3] 


6 eos 


( 鉄 素 ) 


汐 字 ( 優 名 境 音 ) 声 週 河 性 周 叉 (中 文 ) 
削減 (きく げん )⑩ [名 ・ 他 動 3] 減少 , 削 減 


加 哲 法 ・ 表 拓 方 式 


1. 今日 の 部 内 会 議 の 参加 者 は 何人 だ っ け ? 

* っ け " 明 口 章 中 使用 的 一 條 余 助 同 。 一 般 接 在 以 辻 去 式 錆 名 的 句 子 后 面 , 格 成 “* て た っ 
け " 或 “て だ っ け " 的 形式 。 主 要 有 以下 柄 用 法 。 

p 回 想 辻 去 的 事情 , 一 般 用 考 自 吉 自 中 。 

人 子ども の 頃 は よく 太郎 と けん か を し た っ け 。 ( 小 果 候 委 常 和 太 郎 只 架 。) 

表示 向 対 方 輝 行 碑 込 , 相 当 王 “ 是 不 是 …… 来 着 ?”。 

人 ム テス ト は いつ だ っ け ? ( 考 起 是 仕 色 時 候 来 着 ?) 


2. 傘 急 1 部 コピ ー し て 
“ 至 信 時 副 周 意 思 史 " 赴 叱 ”、“ 赴 快 ”。 色 含 “ 十 分 紫 急 的 意思 。 表 示 " 幅 急 "的 程度 更 


だ きゅう 


深 時 , 可 以 用 “大 至急 ”。 
人 至急 お 返事 を くだ さい 。 (博紀 上 回 臭 。) 
人 天 至急 連絡 を 取っ て くだ さい 。 ( 靖 互 上 取得 隊 系 。) 


わる 
3. あ 、 悪い 
在 第 二 期 学 コ 了 “ 吉 い "表示 “ 兵 的 へ 、“ 不 利 的 ”。 在 本 巣 会 洛中,“ 悪 い ” 的 意思 是 “ 不 好意 
思 ". 帯 有 私 道 束 感 的 番 所 一 役 用 隆 比較 隊 便 的 電 合 是 多 力 上 航 下 角 使 用 。 帯 
て ” 的 形式 , 后 面 多 是 活 人 硬 批 対 方 人 某 事 。 在 本 束 会 笑 中 , 是 中 村 決 胡 


~~ レノ 


用 "悪い けど 、 
・ 導 王 小 年 再 多胡 印 西谷 資料 。 更 札 箱 的 吉 法 十 「 す ずみ ませ ん が 、 
人 手 きん 、 悪い けど 、 ee この 資 料 を 大 カ らら れる” i \, 小 王 , 能 不能 需 我 


和 給 和 一下 送 傘 次 料 の 
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4. プレ ゼン 


“プレ ゼン ”"」 是 “プレゼンテーション (presentation)” 的 筒 化 王 、 意 思 是 “演示 ”、“ 展 示 ”。 
“プレ ゼン "通常 是 仔 好 PPT 文 棒 , 在 大 家 面 前 逃 行 況 明 、 演 示 。“ ヾ “プレゼン "的 流 程 包括 以下 
所 全 歩 禁 : 秦 定 主題 、 捜 集 素 材 、 秦 定 権 架 符 格 、 制 作 相 甘 資料 、 預 先 排 筑 、 正 式 秋 表 。 


s. その 通り 、 コ スト 削減 


* そ の 通り "一 般 用 王 縮 同 対 方 所 聞 的 知 . 迷 可以 用 和敬 体形 式 “ そ の 通り で す ”"。 如 果 是 対 
上 勿 或 尊 藤 記 的 括 表示 磐 同 , 可 以 用 “お っ し ゃ る 通り です"。 在 本 間 会 話 中 , 是 中 村 旨 式 対 
王 小 入 提 出来 的 “ 双 面 打 印 "表示 般 同 。 


9 筐 3 


1. 写 出 下 列 況 字 的 表 音 
[ 例 ] 自慢 [ じまん ] 


(1) 負 ける [ | (2) 素 直 [ ] 
(3 活力 [ 」 (4 カ わ 密 着 [ 」 
5) 甘え る [ 」 (6) 与 える [ 』 
(余裕 [ 」 (⑧) 困 む [ ] 
⑨) 出 世 [ 」 (10) 好 まし い [ ] 


7. 根 所 内 容 , 在 手 号 内 盾 入 和 当 的 内 容 。 

人 は 誰 も が 人 に 認 認め て も らい た いと 還 っ で いる き 栓 あめ で も ら え (CD > 
モチ ベー ショ ン が 上 が り 、 明 目 へ の 活 力 に つなが る 。 と ころ が 、 な か な か 他 者 は 認め て 
くれ な い (  )( )( > 以前 の よう な 、 人 と 人 が 密着 し て いた 社会 )〈 ) 
( ) う て )C ) 騰 験 の 0 )( )( 。) 上 の 者 が 下 の 者 を 認め て 引き 上 げ て く 
れ た も の だ 。 だ が 、 現在 で は 、 そ の よう な こと を 期待 する こと は で き な い 。 


3. 倍 照 例 句 , 完 成 或 政 写 句 子 。 
[ 例 1] 一 - 生 懸命 練習 し た / 就 谷 に 勝っ た の だ つ 


生 懸命 練習 し た か ら こ そ 試 合 に 勝っ た の だ 。 
a 年 が ある / 和 堂々 と 答え られ る と 


CO eC 


(⑫) 親 友 だ / 真 実 を 教 を ん て あげ た い 
(3) 子 ども の こと を 愛し て いる / 厳 し く 援 す る 時 も ある 
(の 皆さん の 協力 が あっ た / こ の 計画 は 成功 し た の だ 


う が く せい か つ 


(5 先生 や 友だち が 支え て くれ た / 充実 し た 留 学生 活 を 送る こと が で きた 
[人 2] 目覚 まし 時 計 /5 分 / 鳴 る 一 目覚 まし 時 計 は 5 分 ご と に 鳴る 。 

(1) この 道 /10 メ ー ト ル / 税 の 木 が 植え て ある 

(2) 隣 の 奥さん / 会 う / 髪 型 が 違う 

き 世 つ ひと あめ さむ 

(3) こ の 季節 / 一 雨 / 寒 く な っ て くる 

(④ 人 / 年 を 取る / 才 卿 が 懐か し く な る 

(5) 祥 員 旅 行 に つい て / 部 暑 / 意 見 を 求め る 


[ 例 3] 款 ちゃ ん は よく 泣く つ 赤ちゃん は よく 泣く も の だ 。 
(① 人 人 に よっ て も の の 考 え 放 が 進 う 
(2) お 年 寄り に は 席 を 譲る 
(3 子ども の 頃 、 よ く 妹 と けん か を し た 
(④ 天 学 時 代 、 よく 友 だ ちと 一 緒 に 旅行 に 行っ た 
(5) 時 が 経つ の は 早い 
(6) 彼女 は 一 人 で よく ここ まで 頑張 っ て こら れ た 
(7) 鳥 の よう に 空 を 自由 に 飛び た い 
(8) 自分 の 仕事 に 誇り を 持っ て ほし い 
誰か が 自分 を 引き 上 げ て くれ る だ ろう と 期待 する の は 甘え だ つ 
誰か が 自分 を 引き 上 げ て くれ る だ ろう と 期待 する の は 甘え で し か な い 。 
1) 仕 事 は 生活 の 一 部 だ 
(2) 世 界 一 周 旅行 な ど 、 夢 だ 
3 言葉 は っ ミュ ニケ ーション の 道具 だ 
ぎゃ く こ 


うち ゅ れん し ゅ う 
(4) 長 時 間 だ け で 、 集 中 し な い 練習 は 効果 だ 
(5) 彼 は 病 気 で 来 ら れ な いと 言っ た が 、 そ れ は 言い 訳 だ 


[ 例 4 ] 


「 例 5] 一 人 で 子ども を 育て る の は 天変 だ (どん な に ) つ 
@ で 子ども を 疹 て る の は どん な に 大 変 な こと か 。 
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が 届 いて で うれ し か っ つた (どん な に ) 
半生 よ まあ り が た い ( ど ん な に 
く 


し 
国 の 地 で 本 場 の 四川 人 rb を ke ゃ だ 計り 
自 の こと を 信じ て くれ な いと は 悲し い ( 条 と ) 


5) 学生 時 代 、 奨 学 金 が も ら え て 助かっ た (どれ ほど ) 


[ 例 6] 今 
き 


[ 例 7] 先月 の 売上 げ 状 況 を ei で 6 3 
じょう 5 2 


て 、 会議 で 使う か ら 。 

(D5 番 会 識 室 の 録 受 付 の 人 に 返す / 今 日 B は 使わ ない 

② 今 適 出 た 新 し い 雑 誌 / み ん な に 一 一 人 ずつ 配る / 後 で 一 緒 に 読 
げん だ いき ょ うい く が く か ん 


(3) 現 代 教 育 学 に 関す る 本 の リス ト / 図 書館 か ら 借 り て くる / レ ポー 昌和 時 


に 必要 だ 

| 祝 充 単 週 表 
況 字 ( 侵 名 境 音 ) 声 油 週 性 週 叉 (中 文 ) 

愛す る (あい する )③ [ 他 動 3] 愛 , 払 愛 , 愛 好 
接する (せっ する )⑨⑨⑩ [ 自 他 動 3] 接触 』 相 分 ; 逢 接 
金メダル (きん メダ ル )③ [名 ] 金 鹿 
鳴る (な る )⑩ [自動 1] 喝 , 別 」 務 名, 同名 
自慢 (じまん )⑩ 「 名 ・ 他 動 3] 自 満 自 谷 
平和 (へ いわ )⑨⑩ [名 ナ 形 ] | 和平 平静 ー 
陰 ( か げ )① [名 ] 時 涼 。 遮 光 的 地方 > 背 后 暗中 
粗末 (そま っ )① [名 ・ ナ 形 ] 。 | 糧 橋 的 , 側 呂 前: 起 急 ; 精 時 


OO BO 


( 伏 素 ) 


没 字 ( 條 名 浪 音 ) 声 週 週 性 週 叉 (中 文 ) 


五 音 不 全 的 人 某 衝 感 党 返 
音痴 (お ん ち )① [名 ] 0 


的 人 
苦痛 (くつ う )⑩⑥ = [名 ] 痛 昔 
言い 訳 ( い いわ け )⑩ [名 ・ 自 動 3] 敬 解 分 茜 
育て る (そだて る )⑨③ [ 他 動 2] 培 育 , 券 育 
どん な に ① [ 副 ] 多久 , 多 久地 
奨学 金 ( し ょ う が く きん )⑥⑩ [名 ] ei 
どれ ほど ⑨⑩⑥① [ 副 ] 多久 , 多 久地 
何と (な ん と )① [ 副 ] 多久 
前 提 ( ぜ ん て い )⑩ [名] 前 提 
間違う (まち が う )⑨③ 」 [ 自 他 動 1] 弄 筐 , 摘 氏 ; 不 対 
豊富 (ほう ふ )⑩⑥① [名 ・ ナ 形 ] | 圭 富 的 
資源 (し げん )① [名] 次 源 
真実 (し ん じ つ )① [名 ・ ナ 形 ] 事 笑 、 真 相 真 笑 的 
髪型 (か み が た )⑨⑩ [名 ] 
集中 (し ゅ うち ゅ う )⑩⑥ [名 ・ 自 他 動 3] | 集中 
逆 効 果 ( ぎ ゃ く こ うか )③ [名 ] 与 期待 相反 的 致 果 
採用 (さい よう )⑩ 回避" 米 用 , 米 取 , 米 負 : 表 用 任用 


